
梁
啓
超
は
晩
清
か
ら
民
国
初
期
に
活
躍
し
た
啓
蒙
思
想
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
政
治
家
、
学
者
で
あ
る
。
『
飲
泳
室
詩
話
』
は
同
時
代
の

詩
人
の
作
品
の
評
論
で
あ
り
、
梁
啓
超
は
そ
れ
を
自
身
が
発
行
す
る
政
治
論
説
雑
誌

『新
民
叢
報
』
に
連
載
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
黄
遵
憲
は

詩
の
革
新
を
主
張
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
夏
曾
佑
、
諏
嗣
同
が

「詩
界
革
命
」
を
唱
祁
し
た
が
、
梁
啓
超
は
こ
れ
に
対
し
て

『飲
泳
室
詩
話
』
中

で
的
確
な
概
念
を
与
え
た
。
彼
は
そ
れ
を
、
理
想
の
新
詩
と
は
新
意
境
が
あ
り
、
新
語
句
を
使
い
、
両
者
を
旧
風
格
の
中
に
銘
錆
す
る
も
の
だ

(
2
)
 

と
表
現
し
、
理
想
的
作
品
と
し
て
黄
遵
憲
の
詩
を
多
く
引
用
し
た
。
梁
啓
超
の

「詩
界
革
命
」
論
は
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
文
学
史
上
高
く

評
価
さ
れ
た
。
筆
者
も
別
稿
で

『
飲
泳
室
詩
話
』
に
お
け
る

「詩
界
革
命
」
の
標
語
、
黄
遵
憲
詩
の
喧
伝
、
小
学
校
唱
歌
教
育
へ
の
実
践
的
貢

(
3
)
 

献
等
を
論
じ
た
。

一
方
『
飲
泳
室
詩
話
』
連
載
終
了
の
翌
年

・
翌
々
年
、
王
国
維
は
文
学
専
門
雑
誌

『
国
枠
学
報
』
に
三
回
に
分
け
て

『人
間
詞
話
」
を
発
表

梁
啓
超

は
じ
め
に

『
飲
泳
室
詩
話
』

詩
話
文
学
史
上
の
位
置
付
け
と
そ
の
時
代
性

細

JI I 

直

吉
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ニ・ お
り
、
関
係
分
野
の
人
々
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。

し
た
。
そ
こ
で
は
唐
末

・
五
代
か
ら
南
宋
ま
で
の
詞
人
の
作
品
を
中
心
に
品
評
し
た
。
ま
た
「
境
界
」
説
を
唱
え
、
詩
詞
で
は
情
と
景
の
融
合

が
最
も
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
文
章
は
短
く
凝
縮
さ
れ
て
難
解
で
あ
る
が
、
そ
の
見
解
は
詩
詞
鑑
賞
が
本
来
備
え
る
審
美
観
に
基
づ
い
て

近
年
、
台
湾
の
文
学
者
林
明
徳
は

『
飲
泳
室
詩
話
』
を
論
ず
る
中
で
、
梁
啓
超
、
王
国
維
の
両
著
作
は
詩
学
の
双
璧
で
あ
り
な
が
ら
、
世
評

(
4
)
 

の
変
遷
は
全
く
対
照
的
だ
と
述
ぺ
た
。

つ
ま
り
前
者
は
発
表
時
点
に

一
世
を
風
靡
し
た
が
歴
史
的
に
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
、
後
者
は
後
に
文
芸

批
評
界
の
指
針
と
し
て
尊
崇
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
林
は
そ
の
理
由
を
追
求
し
て
い
な
い
。
本
論
は
両
著
書
を
対
比
す
る
と
共
に
、

『
飲
泳
室
詩
話
』
は
後
世
の
政
治
的
文
化
的
流
れ
の
中
で
不
当
に
評
価
さ
れ
た
が
、
優
れ
た
詩
話
で
あ
り
、
依
然
今
日
的
意
義
が
あ
る
こ
と
を

述
べ
る
。
そ
の
た
め
に
、
第

一
に
詩
話
史
の
中
で

『飲
泳
室
詩
話
』
の
位
置
づ
け
を
論
じ
る
。
第
二
に

『
飲
泳
室
詩
話
』
の
構
成
と
そ
の
主
張

「詩
界
革
命
」
を
整
理
し
た
上
で
文
学
史
的
位
置
づ
け
を
再
度
論
じ
る
。
第
三
に
比
較
の
た
め
に
王
国
維
の

『
人
間
詞
話
」
の
特
徴
を
整
理
し
、

そ
の

「境
界
」
説
の
意
味
を
解
釈
す
る
。
最
後
に
王
国
維
、
梁
啓
超
を
対
比
し
、

梁
啓
超
の
評
価
を
ま
と
め
る
。

詩
話
史
に
お
け
る
『
飲
泳
室
詩
話
』

詩
話
の
二
つ
の
類
型

の
構
成
、
主
張
及
び
文
学
史
的
位
置
づ
け

詩
話
は
詩
学
評
論
で
あ
る
。
郭
紹
虞
は
、
丁
福
保
編
『
清
詩
話
』
前
言
で
詩
話
の
歴
史
に
つ
い
て
述
ぺ
て
、
詩
話
は
北
宋
の
欧
陽
脩
の
「
詩

(
5
)
 

話
」
と
題
す
る
文
に
始
ま
り
、
そ
の
文
体
を
後
人
が
定
型
化
し
た
も
の
だ
と
言
う
。
欧
陽
脩
は

「詩
話

（六

一
詩
話
）
」
冒
頭
で
、

「
私
は
汝
陰

(
6
)
 

に
引
退
し
、
そ
し
て
つ
ど
い
を
し
て
閑
談
の
材
料
を
提
供
す
る
の
だ

（居
士
退
居
汝
陰
，
而
集
以
資
間
談
也
）
」
と
述
ぺ
る
。
欧
陽
脩
の

「詩

話
」
は
当
時
の
詩
人
を
取
上
げ
る
が
、
詩
評
よ
り
む
し
ろ
詩
作
の
背
景
を
述
ぺ
、
全
体
で
二
八
段
の
短
篇
で
あ
る
。
特
に
彼
の
代
表
的
長
篇
詩

「水
谷
夜
行
子
美

・
聖
愈
に
寄
す
」
に
関
す
る
箇
所
は
、

二
人
の
親
友
梅
尭
臣

（聖
蔽
）
と
蘇
舜
欽

（子
美
）
と
の
交
友
を
述
ぺ
て
感
動
的
で

-142-



あ
る
。
欧
陽
脩
以
後
、
詩
話
を
冠
す
る
題
名
の
著
作
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
随
筆
と
詩
学
評
論
が
混
然
と
す
る
ジ
ャ
ン
ル
が
形
成
さ
れ
た
。

郭
紹
虞
は
、
欧
陽
脩
の

「六

一
詩
話
」
の
体
裁
を
詩
話
の
第
一
の
典
型
と
し
、
南
朝
梁
の
鍾
蝶
の
『
詩
品
』
の
体
裁
を
第
二
の
典
型
と
す
る
。

『
詩
品
』
は
五
言
詩
の
文
体
上
の
優
位
性
を
述
べ
、
漢
以
後
梁
ま
で
の
五
言
詩
の
詩
人
―

二
三
名
を
選
び
上
中
下
の
格
付
け
品
評
を
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。
郭
紹
虞
は
、
詩
話
の
論
著
は
欧
陽
脩
か
鍾
蝶
か
の
ど
ち
ら
か
の
類
型
に
属
し
、
前
者
は
「
気
軽
な
随
筆
（
一
種
軽
終
的
随
筆
）
」
、

後
者
は
「
厳
粛
な
文
学
評
論
著
作
（
文
学
評
論
中
厳
粛
的
著
作
）
」
と
い
う
。

ニ
・
ニ
郭
紹
虞
は
詩
話
の

二
つ
の
類
型
に
つ
い
て
比
較
的
長
い
説
明
を
し
て
い
る
。
以
下
に
は
そ
れ
を
短
く
整
理
し
て
ま
と
め
る
。

詩
話
の
テ
ー
マ
は
詩
と
詩
人
を
中
心
と
す
る
時
事
記
録
と
時
事
評
論
、
詩
作
品
採
録
と
詩
文
評
論
の
四
項
目
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
内
前
二

者
を
重
視
す
る
詩
話
を
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
第
一
類
型
、
後
二
者
を
重
視
す
る
詩
話
を
第
二
類
型
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
（
郭
紹
虞
は
第

一
、
第

二
と
い
う
呼
び
方
は
し
て
い
な
い
）
。
第
一
類
型
の
詩
話
は
、
随
筆
的
傾
向
が
強
く
気
軽
な
雰
囲
気
を
醸
す
。
詩
話
の
著
者
は
時
事
と
詩
に
触

発
さ
れ
た
感
興
を
、

一
気
呵
成
に
筆
ま
か
せ
で
書
き
進
み
、

代
の
論
議
に
束
縛
さ
れ
ず
に
済
む
が
、
客
観
性
と
精
密
な
論
議
が
不
足
し
易
い
。
「
六
一
詩
話
」
は
時
事
評
論
を
主
と
し
、
ま
た
随
筆
的
傾
向

が
強
い
。

一
方
第
二
類
型
の
詩
話
は
、
文
学
史
的
系
譜
を
明
確
に
分
析
し
、
論
理
的
で
厳
粛
な
雰
囲
気
を
醸
す
。
詩
話
の
著
者
は
、
論
旨
を
明

確
に
し
、
材
料
を
取
捨
選
択
し
て
整
理
配
列
す
る
。
詩
評
で
は
大
体
古
人
の
詩
論
を
尊
重
す
る
が
、
そ
れ
に
は
既
に
定
評
が
あ
り
、
著
者
の
独

断
的
主
張
を
排
し
、
確
証
に
基
づ
く
厳
密
な
論
議
と
客
観
性
が
保
た
れ
易
い
。
『
詩
品
』
は
詩
文
評
論
を
主
と
し
、
ま
た
厳
粛
な
文
学
評
論
の

傾
向
が
強
い
。
以
上
が
郭
紹
虞
に
よ
る
詩
話
の
類
型
的
相
違
と
特
徴
の
説
明
で
あ
る
。

郭
紹
虞
が
詩
話
の
主
要
テ
ー
マ
と
す
る
四
項
目
、
時
事
記
録
、
時
事
評
論
、
詩
作
品
採
録
、
詩
文
評
論
に
関
し
て
、
『
飲
泳
室
詩
話
』
は
い

類
型
的
に
見
る
『
飲
泳
室
詩
話
』

そ
れ
故
比
較
的
雑
然
と
し
易
い
。
時
事
評
論
で
は
大
体
そ
の
時
代
を
取
上
げ
、
古
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い
第
二
類
型
の
詩
話
三
四
種
を
選
び
、

清
代
・
民
国
期
の
詩
話
叢
書
―
二
件
と
『
飲
氷
室
詩
話
』

そ
れ
故
、
筆
者
は

『飲
泳
室
詩
話
』
を
第

一
類
型
と
見
る
。

ず
れ
も
同
等
に
視
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
詩
を
論
じ
る
。
特
に
詩
界
革
命
論
、
史
詩
論
、
尚
武
の
精
神
や
音
楽
と
詩
の
関
連
性
は
特
徴
の
あ
る

詩
論
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
時
事
記
録
、
時
事
評
論
と
交
互
に
繰
返
し
て
配
置
さ
れ
、
専
門
的
詩
学
理
論
書
の
形
態
で
は
な
い
。
梁
啓
超

は
雑
誌
連
載
に
際
し
て
、
毎
回
即
興
的
に

一
気
呵
成
に
書
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
康
有
為
、
黄
遵
憲
、
諏
嗣
同
、
唐
才
常
、
夏
曾
佑
、
秋
裸
賢

等
と
の
交
際
を
述
べ
る
感
動
的
な
箇
所
は
、
ち
ょ
う
ど

「
六
一
詩
話
」
に
お
け
る
梅
尭
臣
、
蘇
舜
欽
と
の
交
友
を
述
べ
る
箇
所
に
匹
敵
す
る
。

郭
紹
虞
は
、
学
問
芸
術
の
時
代
変
遷
は
租
雑
か
ら
精
密
に
進
む
の
で
、

「
六

一
詩
話
」
以
後
の
著
作
は
次
第
に
詩
学
理
論
を
重
視
す
る
よ
う

に
な
り
、
随
筆
形
式
は
時
代
遅
れ
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
個
別
的
に
は

「六

一
詩
話
」
系
統
の
レ
ベ
ル
の
高
い
詩
話
も
あ
り
、
『
詩
品
』

系
統
で
も
透
徹
し
た
評
論
に
達
し
な
い
詩
話
も
あ
ろ
う
。
梁
啓
超
の
詩
話
は
第

一
類
型
の
優
れ
た
詩
話
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
王
国
維
の
詞

話
は
、
詩
詞
の
採
録
と
評
論
が
主
体
で
あ
り
、
第
二
類
型
の
優
れ
た
詩
話
（
厳
密
に
は
詞
話
）
だ
と
言
え
る
。

: 清
代
は
詩
話
の
最
盛
期
で
あ
り
、
蒋
寅
は
『
清
詩
話
考
』
清
詩
話
見
存
書
目
で
清
代
詩
話
の
書
籍
は
九
六
六
種
、
清
詩
話
待
訪
書
目
（
亡
侠

(7
)
 

不
博
之
書
）
も
加
を
る
と

一
四
六
九
種
あ
る
と
い
う
。
丁
福
保
は
こ
れ
ら
の
中
か
ら
四
三
種
の
詩
話
を
選
ん
で
収
録
し
、
民
国
五
年
に

『清
詩

話
』
を
出
版
し
た
。
郭
紹
虞
は
、
丁
福
保
の
詩
話
選
定
に
は
清
朝
考
証
学
の
時
代
的
特
徴
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
、
丁
福
保
の
採
ら
な

(
8
)
 

一
九
八
三
年
に

『清
詩
話
続
編
』
を
出
版
し
た
。
さ
ら
に
張
寅
彰
は
上
記
二
件
の
詩
話
叢
書
の
後
を
引

継
ぎ
、
民
国
成
立
後
か
ら

一
九
四

0
年
代
ま
で
の
伝
統
的
古
典
詩
を
論
じ
る
詩
話
を
選
び
三
七
種
の
詩
話
を
収
録
し
、

二
0
0
二
年
に

『民
国

(
9
)
 

詩
話
叢
編
』
を
出
版
し
た
。

上
述
の
三
件
の
詩
話
叢
書
中
の
合
計

――

四
種
の
詩
話
に

『飲
泳
室
詩
話
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
る
に
、
丁
福
保
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の
場
合
は
晩
清
期
の
詩
話
を
取
上
げ
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
有
名
な
哀
枚
の

「随
園
詩
話
」
を
収
録
せ
ぬ
こ
と
か
ら
見
て
、
大
部
な

詩
話
は
バ
ラ
ン
ス
に
そ
ぐ
わ
ず
に
省
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
郭
紹
虞
の
場
合
に
は
、
清
朝
考
証
学
を
反
映
す
る
第
二
類
型
の
詩
話
で
は
な
い

(10
)
 

と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
張
寅
彰
編
の
場
合
に
は
、
名
作
で
は
あ
る
が
民
国
前
夜
の
作
品
だ
か
ら
と
断
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

よ
う
に
三
種
類
の
詩
話
叢
書
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
言

っ
て
、

『飲
泳
室
詩
話
』

は
、
詩
話
史
上
決
し
て
価
値
が
な
い
と
見
倣
さ
れ
た

『飲
泳
室
詩
話
』
と
白
話
詩
問
題

『飲
泳
室
詩
話
』
の
評
価
を
す
る
上
で
、
重
要
な
要
素
と
し
て
白
話
詩
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
梁
啓
超
の
後
半
生
が
現
代
中
国
詩
の
歴
史
的

転
換
期
に
当
た
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
張
寅
彰
は

『
民
国
詩
話
叢
編
』
で
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
中
国
の
詩
は
、
五
四
文
学
運
動

に
よ
り
白
話
詩
（
新
詩
）
と
古
典
詩
（
旧
体
詩
詞
）
に
完
全
に
二
分
化
し
た
。
そ
し
て
詩
話
の
著
作
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。

つ
ま
り
、
著

者
は
古
典
詩
を
論
じ
伝
統
的
詩
学
の
立
場
を
と
る
か
、
白
話
詩
を
論
じ
新
詩
学
の
立
場
を
と
る
か
、
あ
る
い
は
両
者
の
間
に
調
整
を
入
れ
る
か
、

い
ず
れ
か
を
明
確
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
新
詩
派
と
旧
詩
派
は
対
立
し
排
斥
し
あ
う
が
、
通
常
公
式
的
に
は
結
局
新
は
旧
を
圧
倒
し
、
旧
は
没

落
し
て
歴
史
的
遺
物
と
な
り
存
在
価
値
を
失
っ
た
と
看
倣
さ
れ
る
。
し
か
し
、

実
は
長
い
伝
統
を
も
つ
古
典
詩
は
生
き
残
り
依
然
力
を
蓄
え
て

(11
)
 

お
り
、
現
代
詩
壇
で
新
詩
と
旧
詩
の
勢
力
は
二
分
拮
抗
状
態
だ
と
い
う
。

張
寅
彰
の
観
点
は
『
飲
泳
室
詩
話
』
の
今
日
的
意
義
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
で
あ
る
。
そ
の
伝
統
的
詩
学
対
新
詩
学
に
お
け
る
梁
啓
超
の

立
場
を
見
よ
う
。
『
清
議
報
』
掲
載
の

「
ハ
ワ
イ
湘
記
」
の
中
で
梁
啓
超
は

「詩
界
革
命
」
を
定
義
し
て
、
新
意
境
と
新
語
句
を
旧
風
格
に
入

れ
る
こ
と
だ
と
述
べ
た
。（
第

一
要
新
意
境
。
第
二
要
新
語
句
。
而
又
須
以
古
人
之
風
格
入
之
。）

従
っ
て
彼
は
広
い
意
味
で
新
時
代
と
歴
史
的

伝
統
の
調
和
を
求
め
る
。
し
か
し
、
白
話
詩
に
ま
で
言
及
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
梁
啓
超
が
後
半
生
に
明
ら
か
に
す
る
白
話
詩
観
を
少
し
述

ニ
・
四

訳
で
は
な
い
。
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一
九

一
七
年
に
雑
誌

『
新
青
年
』
に
胡
適

「文
学
改
良
蜀
議
」
、
陳
独
秀

「文
学
革
命
論
」
が
掲
載
さ
れ
、
こ
れ
は
白
話
文
学
運
動
の
契
機

(12
)
 

と
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
『
飲
泳
室
詩
話
』
の
発
表
は
、

開
始
の
十
年
前
で
あ
り
、
白
話
は
大
問
題
と
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

二
十
年
後
、

(13
)
 

紗
題
辞
」
の
中
で
白
話
詩
を
論
じ
た
。
そ
こ
で
は
白
話
詩
が
将
来
成
功
裏
に
発
展
し
文
言
詩
と
両
立
す
る
と
予
測
し
な
が
ら
も
、

の
白
話
詩
水
準
は
文
言
詩
に
遠
く
及
ば
な
い
と
言
い
、
白
話
詩
の
課
題
を
挙
げ
て
解
決
に
長
時
間
を
要
す
る
と
述
べ
た
。
彼
は
、
詩
は
厳
格
過

ぎ
る
格
律
に
従
う
必
要
は
な
い
が
音
節
の
調
和
が
絶
対
必
要
で
あ
り
、
か
つ
凝
縮
し
た
文
章
に
含
蓄
の
あ
る
語
句
を
含
め
る
も
の
だ
と
主
張
す

る
。
こ
れ
は
「
詩
界
革
命
」
論
の

「
旧
風
格
に
銘
鋳
す
る
」
と
い
う
趣
旨
を
引
継
ぐ
。
そ
れ
故
梁
啓
超
の
後
半
生
の
白
話
詩
論
ま
で
含
め
て
、

彼
は
詩
学
上
、
伝
統
詩
と
新
詩
と
の
間
に
調
整
を
と
る
立
場
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

三
・
一

『
飲
泳
室
詩
話
』
の
構
成

我
生
愛
朋
友
，
又
愛
文
學
，
毎
於
師
友
之
詩
文
辟
，
芳
馨
排
側
，
輯
諷
誦
之
，
以
印
於
脳
。
自
付
於
古
人
詩
，
能
成
誦
者
客
容
，
而
近

人
詩
則
敷
倍
之
，
殆
所
謂
豊
於
泥
者
耶
。
其
鴻
篇
鋸
製
，
洋
洋
瀧
瀧
者
，
行
将
別
衷
録
之
為

一
集
。
亦
有
東
鱗
西
爪
，
僅
記
其
―

二
者，

随
筆
録
之
。

私
は
朋
友
を
愛
し
、
又
文
学
を
愛
し
、

一
方
で
当
時

つ
ね
に
師
友
の
詩
文
辞
に
於
い
て
、
美
し
く
も
憂
い
あ
る
情
緒
表
現
は
、
直
ち
に
こ
れ
ら
を
朗

梁
啓
超
は
『
飲
泳
室
詩
話
』
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
ぺ
る
。

べ
て
お
き
た
い
。

『
飲
泳
室
詩
話
』
の
構
成
、
主
張
及
び
文
学
史
的
位
置
づ
け

一
九
二
七
年
、
五
五
歳
の
梁
啓
超
は

「晩
清
両
大
家
詩

一
九
〇
二
年
か
ら

一
九

0
七
年
の
間
、

つ
ま
り
そ
れ
は
白
話
運
動

-146-



読
し
て
、
頭
脳
に
刻
む
。
自
分
で
古
人
の
詩
を
考
え
る
と
、
暗
唱
で
き
る
も
の
は
極
く
僅
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
近
人
の
詩
で
あ
れ
ば
そ

の
数
倍
で
、
殆
ど
所
謂
身
近
な
者
ほ
ど
豊
富
だ
。
そ
の
作
品
の
大
作
、
盛
大
で
絶
え
る
こ
と
な
く
続
く
も
の
は
や
が
て
別
に
集
め
記
録
し

て
一
集
と
し
よ
う
。
ま
た
こ
こ
に
は
荘
厳
な
全
体
像
を
暗
示
さ
せ
る
小
部
分
が
あ
り
、
僅
か
に
そ
の

―
二
を
記
憶
す
る
が
、
こ
こ
で
筆
に

任
せ
て
記
録
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
文
中
の
芳
馨
排
側
は

『飲
泳
室
詩
話
』
中
の
キ
ー
ワ

ー
ド
で
あ
り
、
東
鱗
西
爪
と
と
も
に
そ
れ
ら
の
解
釈
は
筆
者
の
別
稿
に
述
ぺ
た
の

(14
)
 

で
こ
こ
で
は
訳
文
だ
け
示
す
。
こ
れ
は
簡
単
な
書
き
出
し
で
あ
る
が
、
し
か
し
『
飲
泳
室
詩
話
』
の
内
容
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
林
明

(15
)
 

徳
は
、
梁
啓
超
が
取
上
げ
る
問
題
を
次
の
六
層
の
面
に
要
約
で
き
る
と
い
う
。
①
詩
歌
原
理
、

②
詩
歌
伝
統
、
③
風
格
人
格
、
④
詩
界
革
命
、

⑤
詩
歌
音
楽
、

⑥
詩
歌
批
評
。
こ
の
中
で
論
旨
の
最
も
明
確
な
の
が
詩
界
革
命
理
論
で
あ
る
。

『
飲
泳
室
詩
話
』
に
引
用
さ
れ
る
詩
の
作
者
の
大
多
数
は
彼
の
師
友
、
同
志
及
び
詩
を
送
る
雑
誌
読
者
で
あ
る
。
名
前
が
明
ら
か
な
詩
人
は

(16
)
 

―
一
七
名
、
作
者
名
不
詳
の
詩
が
八
件
あ
る
。
引
用
作
品
数
の
最
も
多
い
の
は
康
有
為
と
黄
遵
憲
の

二
人
で
、
各
々
六
十
件
前
後
で
あ
る
。
次

に
引
用
作
品
の
多
い
の
は
悔
餘
生
、

雪
如
、
諏
嗣
同
、
秋
裸
賢
、
何
翻
高
、
呉
又
陵
、
曹
民
父
等
七
人
で
あ
り
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
三
十
か
ら
四

十
件
で
あ
る
。
梁
啓
超
本
人
の
引
用
作
品
は
十
八
件
で
あ
り
、
少
な
く
な
い
。

三
・
ニ
陳
良
運
は
梁
啓
超
を

「詩
界
革
命
」
の
最
も
熱
心
な
宣
伝
者
で
あ
り
、

「詩
界
革
命
」
な
る
言
葉
は
実
に
彼
に
よ
っ
て
繰
返
し
て
使
わ
れ
、

(17
)
 

国
内
外
に
広
め
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
梁
啓
超
が
尊
敬
し
た
黄
遵
憲
の
主
張
に
基
づ
い
て
い
る
。

(18
)
 

黄
遵
憲
は
作
詩
の
際
に
因
襲
模
倣
か
ら
脱
却
す
べ
き
こ
と
を
唱
え
、

『人
境
麿
詩
草
』
自
序
で
自
分
の
作
詩
原
則
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

黄
遵
憲
か
ら
梁
啓
超
へ
の
詩
界
革
命
の
継
承

-147-



（一

）
『
詩
経
』
以
来
中
国
古
典
詩
の
特
徴
で
あ
る
「
比
興
寄
託
」
の
観
念
に
基
づ
き
構
想
す
る
。
（
二
）

対
偶
形
式
の
文
体
を
用
い
る
。
（三）

「離
騒
」
と

「楽
府
」
の
精
神
を
採
用
す
る
が
そ
の
文
体
は
真
似
な
い
。
（
四
）
古
典
文
章
家
の
巧
妙
な
修
辞
技
術
を
取
入
れ
る
。
（
五
）
古
人

が
従
来
書
か
な
か
っ
た
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
時
代
•
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
新
題
材
を
求
め
る

。

（
六
）
往
昔
の
大
詩
人
か
ら
近
時
の

小
詩
人
ま
で
す
べ
て
の
風
格
を
参
考
に
す
る
が
、
特
定
の
詩
人
詩
派
に
追
従
せ
ず
、
飽
く
ま
で
自
分
自
身
の
詩
を
書
く
。

梁
啓
超
の
友
人
夏
曾
佑
、
諏
嗣
同
は
黄
遵
憲
の
こ
の
主
張
に
賛
同
し
て
、

「詩
界
革
命
」
を
唱
浮
し
た
。
彼
ら
は
習
得
し
た
ば
か
り
の
新
学

（
西
洋
学
問
）

の
知
識
を
詩
に
盛
込
ん
だ
。
例
え
ば
『
飲
泳
室
詩
話
』
第
六
十
段
は
諏
嗣
同
の
詩

「金
陵
聴
説
法
」
中
の

一
聯
を
引
用
し
て
、

「道
義
倫
理
は
カ
ー
ス
ト
に
よ
り
惨
め
な
り
、
立
法
会
議
は
国
会
議
院
に
於
い
て
盛
ん
な
り
（
綱
倫
惨
以
喀
私
徳
，
法
會
盛
於
巴
力
門
）
」
と
い

う
が
、
喀
私
徳
は
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
、
巴
力
門
は
英
国
議
院
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
第
六
十
段
は
夏
曾
佑
の
詩
中
の

一
聯
を
引
用
し
て
、

「人
有
り
雄
起
す
琉
璃
の
海
、
獣
塊
蛙
魂
龍
徒
す
所
（
有
人
雄
起
琉
璃
海
，
獣
塊
蛙
魂
龍
所
徒
）
」
と
い
う
。
こ
れ
は

『
旧

約
聖
書
』
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
前
句
は
、
天
上
の
神
の
玉
座
の
前
の
床
が
水
晶
に
似
た
ガ
ラ
ス
の
海
に
喩
え
ら
れ
る
こ
と

を
表
す
。
後
旬
は
、
神
と
の
世
紀
末
の
決
戦
に
臨
む
サ
タ
ン

（龍
）
と
そ
の
配
下
の
獣
、
偽
預
言
者
達
が
口
か
ら
蛙
の
よ
う
に
稼
れ
た
悪
霊
を

(19
)
 

吐
き
出
し
、
悪
霊
を
使
っ
て
参
戦
者
を
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
の
地
に
結
集
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
因
襲
模
倣
か
ら
脱
却
し
て
い
る
が
、
梁
啓

超
は
こ
れ
ら
の
詩
句
は
新
奇
で
難
解
な
語
句
を
並
べ
た
だ
け
で
あ
り
、
人
々
を
感
動
さ
せ
る
詩
で
は
な
い
と
い
う
。

そ
れ
で
は
梁
啓
超
は

「詩
界
革
命
」
を
如
何
な
る
も
の
と
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
梁
啓
超
は
日
本
亡
命
後
、

「詩
界
革
命
」
に
新
意
境
、

新
語
句
、
旧
風
格
の
三
つ
の
標
語
を
与
え
た
。
こ
れ
が

「詩
界
革
命
」
の
簡
潔
明
瞭
な
定
義
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
し
て
、
雑
誌

『清
議
報
』

(20
)
 

掲
載
の

「夏
威
夷
滸
記

（
ハ
ワ
イ
旅
行
記
）
」
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

欲
為
詩
界
之
斑
倫
布
瑞
賽
郎
，
不
可
不
備
三
長
。
第

一
要
新
意
境
。
第
二
要
新
語
句
。
而
又
須
以
古
人
之
風
格
入
之
。
然
後
成
其
詩
。
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は
な
ら
な
い
。

不
然
，
如
移
木
星
金
星
之
動
物
以
賓
美
洲
。
塊
偉
則
塊
偉
突
，
其
如
類
何
。
若
三
者
具
備
，
則
可
以
為
二
十
世
紀
支
那
之
詩
王
失
。

詩
の
世
界
の
コ
ロ
ン
プ
ス
、

マ
ゼ
ラ
ン
た
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、

三
つ
の
特
長
を
備
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
第

一
に
新
意
境
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
に
新
語
句
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
又
古
人
の
風
格
に
よ
り
こ
れ
を
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
る
後
に
そ
の
詩
が
で
き
る
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
木
星
金
星
の
動
物
を
移
し
て
ア
メ
リ
カ
を
満
た
す
よ
う
な
も
の
だ
。
そ
れ
は
魁
偉
と
い
え
ば
魁
偉
だ
が
、
何
物
に
も
類
さ
な

い
奇
怪
な
物
に
な
っ
て
し
ま
う
。
も
し
三
者
が
備
わ
れ
ば
、

二
十
世
紀
の
支
那
の
詩
王
た
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、

『
飲
泳
室
詩
話
』
第
六
三
段
で
は
新
意
境
を
強
調
し
、
む
し
ろ
新
語
旬
を
抑
制
す
る
。

過
渡
時
代
，
必
有
革
命
。
然
革
命
者
，
嘗
革
其
精
神
，
非
革
其
形
式
。
吾
黛
近
好
言
詩
界
革
命
。
雖
然
，
若
以
堆
積
満
紙
新
名
詞
為
革

命
，
是
又
満
洲
政
府
嬰
法
維
新
之
類
也
。
能
以
菌
風
格
含
新
意
境
，
斯
可
以
畢
革
命
之
貿
突
。
荀
能
爾
爾
，
則
雖
間
雑
―

二
新
名
詞
，
亦

過
渡
の
時
代
に
は
必
ず
革
命
が
あ
る
。
そ
し
て
革
命
と
は
、
そ
の
精
神
を
改
め
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
形
式
を
改
め
る
こ
と
で
は

な
い
。
吾
が
仲
間
は
近
頃
好
ん
で
詩
界
革
命
と
言
う
。
し
か
し
、
も
し
紙

一
杯
に
新
名
詞
を
連
ね
た
も
の
を
う
ず
高
く
積
み
重
ね
る
こ
と

を
革
命
と
い
う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
又
満
洲
政
府
の
変
法
維
新
の
類
で
あ
る
。
旧
風
格
に
よ
り
新
意
境
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

そ

れ
こ
そ
革
命
の
実
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
そ
の
よ
う
に
で
き
れ
ば
、
間
に
一
―
一
の
新
名
詞
が
混
ざ
っ
て
い
て
も
、
ま
た
欠
点
と

し
か
し
『
飲
泳
室
詩
話
』
中
に
は

「詩
界
革
命
」
の
標
語
、
新
意
境
、
新
語
句
、
旧
風
格
を
明
確
に
説
明
す
る
文
章
は
な
い
。
従
っ
て
我
々

不
為
病
。
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は

『
飲
泳
室
詩
話
』
全
体
か
ら
、
梁
啓
超
が
そ
れ
ら
を
如
何
に
把
握
し
て
い
た
か
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
新
意
境
に
つ
い
て
考
え
る
。
意
境
と
は
文
学
作
品
が
表
現
す
る
情
調
と
境
地
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
新
」
の
持
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
問

題
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
黄
遵
憲
の
『
人
境
厖
詩
草

』
の
「
古
人
が
従
来

書
か
な
か
っ
た
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
時
代
•
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
新
題
材
を
求
め
る
」
は
、
広
い
意
味
の
新
意
境
で
あ
る
。
例
え
ば

『飲
泳
室
詩
話
』
第
八
段
に
引
用
さ
れ
る
黄
遵
憲
の
長
篇
詩
「
セ
イ

ロ
ン
島
の
臥
仏
（
錫
閾
島
臥
佛
）
」
は
太
古
の
時
代
の
描
写
か
ら
、
仏
陀
の
活
動
と
仏
教
の
興
亡
を
経
て
、
清
代
末
期
の
欧
米
の
ア
ジ
ア
進
出

を
述
ぺ
る
。
梁
啓
超
は
こ
れ
を
イ
ン
ド
近
史
、
仏
教
小
史、

地
球
宗
教
論
、
宗
教
政
治
関
係
説
等
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
が
、
そ
こ
に

は
中
国
衰
亡
の
視
点
に
立
つ
新
意
境
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
。
夏
曾
佑

・
諏
嗣
同
が
取
上
げ
た
、
新
学
の
知
見
も
や
は
り
は
新
意
境
で
あ
る
。
し

か
し
『
飲
泳
室
詩
話
』
が
最
も
重
大
な
意
境
と
見
る
の
は
晩
清
期
中
国
の
時
事
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
例
え
ば
第
三
九
段
に
引
用
さ
れ
る
邸

逢
甲
の
詩

「己
亥
秋
感
八
首
」
で
あ
り
、
詩
人
は
清
朝
が
日
本
に
台
湾
を
割
譲
し
た
時
に
現
地
で
徹
底
抗
戦
を
主
張
し
て
活
動
す
る
感
慨
を
述

ぺ
た
。
黄
遵
憲
の
第
七
九
段
の
詩

「朝
鮮
嘆
七
首
」
、
第
九
十
段
の
詩

「琉
球
歌
庚
辰
」
、
「
越
南
篇
甲
申
」
等
々
も
同
様
な
中
国
周
辺
の
国
際

時
事
問
題
で
あ
る
。

次
に
新
語
焚
に
つ
い
て
考
え
る
。
新
語
槃
は
新
意
境
と
同
様
に
、
広
い
意
味
で
は
古
人
が
詩
中
で
使
用
し
な
か
っ
た
言
葉
す
ぺ
て
で
あ
る
。

し
か
し
多
く
は

こ
の
時
期
に
西
洋
か
ら
中
国
に
入
っ
て
来
た
事
物
と
観
念
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
夏
曾
佑
、
諏
嗣
同
の
新
学
の
知
識
に
基
づ

く
語
彙
も
含
ま
れ
る
が、

梁
啓
超
は
そ
れ
ら
の
多
用
に
反
対
す
る
。
『
飲
泳
室
詩
話
』
第
二
九
段
に
は
黄
遵
憲
の
「
今
別
離
」
四
首
を
引
用
す

る
。
そ
れ
は
彼
が

ロ
ン
ド
ン
に
参
事
官
と
し
て
単
身
赴
任
し
た
と
き
、
故
国
の
妻
の
立
場
で
夫
を
思
う
気
持
ち
を
書
い
た
五
言
排
律
で
あ
り
、

当
時
の
新
技
術
を
次
の
よ
う
に
詠
ん
だ
。
「
願
う
所
は
君
の
帰
る
時
、
快
く
軽
気
球
に
乗
ら
ん
こ
と
を
（
所
願
君
蹄
時
，
快
乗
軽
氣
歯
）
。
」
「
馳

し

ょ

は

や

い

な

ず

ま

書
迅
き
こ
と
電
の
如
し
、
是
れ
君
の
寄
す
所
と
云
う
（
馳
書
迅
如
電
，
云
是
君
所
寄
）
。」

前
者
の
軽
気
球
、
後
者
の
馳
書
（
電
信
）
は
、
新
時

代
の
先
端
技
術
を
示
す
新
語
梨
で
あ
る
。
梁
啓
超
が
夏

・
諏
の
新
語
梨
に
は
否
定
的
な
の
に
、
黄
の
新
語
槃
を
認
め
る
の
は
、
詩
境
の
時
事
性

-150-



音
楽
の
重
要
性
を
論
じ
て
い
る
。

最
後
に
旧
風
格
に
つ
い
て
言
え
ば
、

『飲
泳
室
詩
話
』

に
は
旧
風
格
の
説
明
が
全
く
な
く
、
梁
啓
超
は
そ
の
必
要
性
を
認
め
な
か
っ
た
よ
う

に
見
え
る
。
筆
者
は
、
旧
風
格
の
最
重
要
条
件
は
詩
の
格
律
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
は
表
面
的
に
は
近
体
詩
に
お
け
る

一
句
の
文
字
数
と
平
仄
の

配
列
及
び
押
韻
で
あ
り
、
更
に
は
絶
旬
、
律
詩
、
排
律
等
の
句
数
配
列
の
規
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
は
音
楽
的
節
調
と
音
声
的
諧

調
の
要
請
が
あ
る
。
『
飲
泳
室
詩
話
』
第
七
七
段
で
梁
啓
超
は
古
来
中
国
の
有
韻
の
文
は
音
楽
と
組
合
わ
さ
れ
て
い
た
と
述
ぺ
、
詩
に
お
け
る

一
方
音
楽
的
要
素
の
ほ
か
に
旧
風
格
は
修
辞
を
意
味
し
よ
う
。
黄
遵
憲
が

『人
境
麿
詩
草
』
自
序
で
述
べ
た
、

比
興
や
対
句
が
そ
れ
で
あ
る
。
梁
啓
超
の
旧
風
格
の
趣
旨
は
音
楽
的
要
素
と
文
言
の
修
辞
法
を
合
せ
た
も
の
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。
と
す
れ
ば
、

黄
遵
憲
、
梁
啓
超
の
主
張
は
、
中
国
の
伝
統
的
文
体
で
新
思
想
、
新
事
物
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
梁
啓
超
の
定
義
付
け
は
十
分
に
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
暫
く
後
に
起
こ
る
白
話
運
動
に
関
係
す
る
。

詩
話
』
発
表
の
十
年
後
に
詩
人
た
ち
は
争
っ
て
口
語
詩
、
白
話
詩
と
い
う

「新
詩」

を
作
り
、
伝
統
的
文
体
を

「
旧
詩
」
と
し
て
排
斥
し
た
。

そ
れ
故
に
、
梁
啓
超
は
最
近
ま
で
新
詩
出
現
直
前
の
過
渡
的
な
詩
歌
評
論
者
と
看
倣
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、

(21
)
 

学
出
版
社
版
『
飲
泳
室
詩
話
』
の
舒
蕪
に
よ
る
校
黙
後
記
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

と
表
現
の
巧
拙
を
問
題
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り

『
飲
泳
室

一
九
八
二
年
刊
行
の
人
民
文

「飲
泳
室
詩
話
」
雖
然
主
張
詩
歌
形
式
不
必
革
新
，
但
是
，
内
容
輿
形
式
是
辮
證
的
統
一
，
内
容
決
定
形
式
，
形
式
反
作
用
於
内
容
，

既
然
主
張
内
容
必
需
革
新
，
則
形
式
的
革
新
初
然
是
避
免
不
了
的
。
…
（中
略
）
五
四
時
期
的
新
詩
運
動
，
以
其
空
前
未
有
的
反
帝
反
封

建
的
徹
底
性
，
取
得
了
巨
大
的
成
績
。
但
是
も
也
没
有
恨
好
地
解
決
輩
衆
化
和
民
族
化
的
問
題
。
直
到
毛
主
席
的

《在
延
安
文
藝
座
談
會

上
的
講
話
》
，
綾
明
確
指
出
並
深
刻
地
解
決
了
這
雨
個
問
題
，
給
中
國
文
學
藝
術
務
展
包
括
詩
歌
登
展
指
出
了
唯

一
正
確
的
工
農
兵
方
向
。
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価
と
い
え
る
。

「飲
泳
室
詩
話
」
は
詩
歌
形
式
の
革
新
が
必
要
な
い
と
主
張
す
る
が
、
内
容
と
形
式
は
弁
証
法
的
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、
内
容
は
形
式

を
決
定
し
、
形
式
は
内
容
に
反
作
用
を
及
ぽ
し
、
内
容
が
革
新
を
必
要
と
主
張
す
る
以
上
は
、
形
式
の
革
新
も
依
然
避
け
ら
れ
な
い
。
…

（
中
略
）
五
四
時
期
の
新
詩
運
動
は
、
そ
の
空
前
未
曾
有
の
反
帝
反
封
建
の
徹
底
性
に
よ
り
、
大
き
な
成
果
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
ま
た

群
衆
化、

民
族
化
問
題
を
良
好
に
解
決
し
て
い
な
い
。
毛
主
席
の

『
延
安
文
芸
座
談
会
に
お
け
る
講
話
』
に
至
り
、
や
っ
と
こ
の

二
つ
の

問
題
を
明
確
に
指
摘
し
深
く
掘
り
下
げ
て
解
決
し
、
中
国
文
学
芸
術
に
詩
歌
の
発
展
を
総
括
し
唯

一
正
し
い
エ
農
兵
の
方
向
を
指
摘
し
た
。

こ
の
方
向
の
下
に
、
新
詩
運
動
は
今
日
正
に
勝
利
と
前
進
を
続
け
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
は
梁
啓
超
の
詩
論
に
対
す
る
文
学
的
評
価
と
い
う
よ
り
も
、
中
国
独
特
な
文
学
と
現
実
政
治
と
の
強
い
関
連
性
を
反
映
し
た
評

梁
啓
超
の
刊
行
し
た
雑
誌
が
論
壇
を
主
導
し

一
世
を
風
靡
し
た
の
は
、
当
時
の
中
国
の
政
治
・
社
会
の
課
題
を
明
瞭
的
確
に
把
握
し
て
読
者

に
理
解
し
易
い
文
章
で
伝
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
保
皇
派
対
革
命
派
の
政
治
論
争
の
中
で
、
梁
啓
超
は
時
代
を
先
材
で
き
な
く
な
っ
た
。

ま
た
五
四
文
化
運
動
の
中
で
は
、

『飲
泳
室
詩
話
』
は
時
代
を
主
導
す
る

『新
青
年
』
の
前
夜
の
産
物
と
看
倣
さ
れ
、

る
時
代
遅
れ
の
論
調
と
評
価
さ
れ
た
。
梁
啓
超
は
前
半
生
で
中
国
の
政
治
、
社
会
、
文
化
、

芸
術
面
を
論
じ
て
時
代
を
先
導
し
た
が
、

後
半
生

で
急
進
す
る
時
代
に
後
れ
る
点
を
批
判
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
梁
啓
超
に
対
す
る
評
価
は
時
代
の
要
請
を
反
映
し
て
変
化
し
て
い
る
。

梁
啓
超
の
明
ら
か
に
し
た

「詩
界
革
命
」
の
新
意
境
、
新
語
句
、
旧
風
格
の
標
語
の
中
で
、
旧
風
格
の

「
旧
」
は
こ
の
時
代
に
人
々
が
最
も

排
斥
す
べ
き
観
念
と
考
え
、

そ
れ
だ
け
で
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
し
か
し
、

実
は
旧
風
格
は
長
い
中
国
古
典
文
学
の
伝
統
と
蓄
積
を
意
味

し
、
そ
の
甚
礎
の
上
に
新
た
な
中
国
文
学
は
発
展
す
る
の
で
あ
る
。
従
来
の

『飲
泳
室
詩
話
』
に
対
す
る
世
評
は
こ
の
点
を
見
落
と
し
て
い
る

在
這
個
方
向
之
下
，
新
詩
運
動
今
天
正
在
織
績
勝
利
前
進
。

旧
世
代
文
化
に
加
担
す
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に
梁
啓
超
の
詩
句
の
幾
句
か
は
喜
ぶ
と
い
う
。

三
・
三

『
飲
泳
室
詩
話
』
の
雑
誌
連
載
の
影
響

『
飲
泳
室
詩
話
』
は
定
期
刊
公
雑
誌
の
時
代
潮
流
に
乗
り
、

『
新
民
叢
報
』
の
最
盛
期
販
売
部
数
は

一
万
四
千
部
に
達
し
た
。
政
治
論
説
雑

誌
で
あ
り
、
購
入
者
は
必
ず
し
も
詩
話
欄
の
読
者
で
は
な
い
が
、
非
常
に
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
て
大
き
な
影
轡
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。

雑
誌
連
載
の
効
果
の

―
つ
は
、
梁
啓
超
の
知
人
や
未
知
の
読
者
が
作
品
を
寄
稿
し
、
ま
た
流
布
さ
れ
て
い
な
い
が
話
題
性
の
あ
る
作
品
を
届

け
た
こ
と
で
あ
る
。
梁
啓
超
は
受
取
っ
た
詩
を
喜
ん

で
雑
誌
に
掲
載
し
た
。
例
え
ば
第
七
段
に
は
、
梁
啓
超
の
親
し
い
友
人
の
秋
裸
賢
が
自
作

詩
を
送
っ

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
第
ニ一

段
に
は
、
梁
啓
超
の
友
人
唐
才
常
と
共
に
漢
口
事
変
の
自
立
蜂
起
に
失
敗
し
て
死
ん
だ
何
鉄
笛

の
絶
命
の
詞
を
送
ら
れ
て
掲
載
し
た
。
第
二
九
段
に
は
、
梁
啓
超
が
尊
敬
す
る
黄
遵
憲
の
詩

「今
離
別
」
全
篇
は
知
ら
な
か
っ
た
の
を
、
知
人

が
書
き
送
り
喜
ぶ
様
子
を
述
べ
た
。
第
三
四
段
に
は
東
亜
傷
心
人
な
る
匿
名
の
読
者
か
ら
送
ら
れ
た
詩
が
白
居
易
詩
に
比
肩
す
る
と
言
う
。
康

有
為
は
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
旅
行
中
に
作
っ
た
詩
を
郵
送
し
、
よ
く
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
枚
挙
に
暇
な
い
。

(22
)
 

倉
田
貞
美
は

『
中
国
近
代
詩
の
研
究
』
で
、
南
社
の
柳
亜
子
が
弱
年
の
頃

『
飲
泳
室
詩
話
』
に
傾
倒
し
た
と
、
そ
の
自
伝
を
引
用
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
十
六
歳
の
時

『新
民
叢
報
』
の

『
飲
泳
室
詩
話
』
と

「詩
界
潮
音
集
」
を
読
み
、

詩
学
革
命
に
共
感
し
て
古
い
自
作
の
詩
を

焼
き
捨
て
、
梁
啓
超
と
腿
自
珍
を
心
中
の
両
尊
偶
像
と
し
た
。
章
太
炎
の
梁
啓
超
攻
撃
の
影
靱
を
受
け
て
彼
へ
の
信
仰
心
は
棄
て
た
が
、
未
だ

易
露
鼎
は

『
梁
自
超
和
中
国
理
代
文
化
思
潮
』
の
中
で
梁
啓
超
が
胡
適
、
魯
迅
、
毛
沢
東
に
与
え
た
影
響
を
夫
々
個
別
に
論
じ
て
、
彼
ら
は

と
筆
者
は
考
え
る
。
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四

四

(23) 

い
ず
れ
も

『新
民
叢
報
』
を
購
読
し
て
、
梁
啓
超
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
い
う
。
彼
ら
は

『飲
泳
室
詩
話
』
を
読
ん
だ
は
ず
で
あ
る
が
、

そ
の
影
響
を
柳
亜
子
の
場
合
の
よ
う
に
雑
誌
全
体
の
影
響
か
ら
抽
出
し
て
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
九
ニ

―
年
の
舒
新
城
の
梁
啓
超
宛
書
簡
(26) 

か
ら
、

当
時
梁
啓
超
は
毛
沢
東
が
設
立
し
た
湖
南
自
修
大
学
に
関
心
を
も
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、
毛
沢
東
と
接
触
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
。

同
年
毛
沢
東
は
新
民
学
会
長
沙
会
員
新
年
大
会
で
改
良
派
梁
啓
超

・
張
東
荏
を
批
判
し
た
。
以
後
梁
啓
超
は
革
命
派
か
ら
プ
ル
ジ
ョ
ア
改
良
派

(27) 

と
さ
れ
る
。
毛
沢
東
は
文
革
終
了
ま
で
中
国
思
想
界
を
支
配
し
、

梁
啓
超
の
負
の
評
価
は
決
定
的
と
な
っ
た
。

王
国
維
『
人
間
詞
話
』
の
構
成
及
び
主
張

王
国
維
の
生
涯
と
梁
啓
超

王
国
維
は
梁
啓
超
よ
り
四
年
晩
く
生
ま
れ
、

二
年
早
く
死
ん
だ
。
王
国
維
は
上
海
で

『
時
務
報
』
の
仕
事
に
就
き
、

日
本
の
東
京
物
理
学
校

に
留
学
し
、
ま
た
辛
亥
革
命
後
直
後
に
日
本
に
亡
命
し
た
。
『
時
務
報
』
は
甘
て
梁
啓
超
が
主
筆
を
務
め
た
こ
と
も
あ
り
、

王
国
維
の
日
本
滞

在
中
は
梁
啓
超
も
日
本
に
滞
在
し
た
が
、
い
ず
れ
の
際
に
も
会
う
機
会
は
な
く
、
前
半
生
で
両
者
は
す
れ
違
っ
た
と
い
え
る
。
王
国
維
は
日
本

亡
命
か
ら
帰
国
後
、
倉
聖
明
智
大
学
教
授
、
北
京
大
学
の
通
信
導
師
、
廃
帝
博
儀
の
南
書
房
行
走
等
を
経
て

一
九
二
五
年
、
四
九
歳
で
清
華
学

院
教
授
と
な
っ
た
。
清
華
学
院
で
は
、
梁
啓
超
、
陳
寅
格
と
同
僚
と
な
り
、
学
生
達
か
ら
併
せ
て

「三
巨
頭
」
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し

王
国
維
は
穎
和
園
で
入
水
自
殺
し
て
、
人
々
に
衝
撃
を
与
え
た
。
梁
啓
超
は
娘
の
梁
令
爛
宛
書
簡
で
彼
を
悼
み
、

「
こ
の
公
は
学
問
を
治
め
る

方
法
が
き
わ
め
て
新
し
く
か
つ
緻
密
で
あ
り
、
今
年
ま
だ
五
十
一
歳
と
い
う
若
さ
だ
。
も
し
あ
と
十
年
長
生
き
し
て
い
れ
ば
、
中
国
の
学
界
の

(28
)
 

た
め
に
限
り
な
く
力
を
発
揮
し
た
だ
ろ
う
に
」、
と
述
べ
て
い
る
。

王
国
維
は

一
九
〇
六
年、

三
十
歳
で

「人
間
詞
話
甲
稿
」
を
、
翌
年

「
人
間
詞
話
乙
稿
」
を
書
き、

三
三
歳
か
ら
三
四
歳
に
か
け
て

『人
間

(29
)
 

詞
話
』
を
改
め
て
書
き

『
国
粋
学
報
』
誌
上
に
発
表
し
た
。
本
論
で
は

『
人
間
詞
話
』
を

『
飲
泳
室
詩
話
』

と
対
比
す
る
が
、
詞
話
と
詩
話
の

-154-



四
・

境
非
獨
謂
景
物
也
。
喜
怒
哀
築
、
亦
人
心
中
之
一
境
界
。
故
能
寓
真
景
物、

真
感
情
者
、
謂
之
有
境
界
。
否
則
謂
之
無
境
界
（
六
則
）

境
界
と
は
景
物
の
こ
と
だ
け
を
言
う
の
で
は
な
い
。
喜
怒
哀
楽
も
、
ま
た
人
の
心
中
の
境
界
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
真
の
景
物
、

真
の
感

ひ
と
き
わ
優
れ
て
い
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

異
同
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
す
る
。
詞
話
は
詞
を
対
象
と
す
る
文
学
評
論
で
あ
る
が
、
そ
の
主
要
テ

ー
マ
は
具
体
的
詞
作
品
成
立
の
背
景
（
本

事）

と
詞
文
評
論
で
あ
り
、
対
象
作
品
ジ
ャ
ン
ル
を
除
け
ば
詩
話
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
更
に
詞
も
広
義
の
詩
で
あ
り
、
両
者
は
同
列
に
論
じ

(30) 

易
い
。
但
し
詞
話
の
数
は
詩
話
に
比
べ
て
ず
っ
と
少
な
い
。

『人
間
詞
話
』
の
テ
ー
マ
は
境
界
で
あ
る
。
境
界
は
本
来
地
政
学
的
な
境
界
地
域
、
各
種
の
状
況
、
心
理
的
境
地
等
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。

漢
語
大
詞
典
が
詩
文
絵
画
等
の
境
地
と
説
明
す
る
の
は
、
『
人
間
詞
話
』
を
承
け
て
い
る
。
し
か
し
王
国
維
自
身
は
明
確
な
定
義
を
せ
ず
に
、

い
く
つ
か
の
具
体
例
を
挙
げ
て
こ
れ
は
境
界
で
あ
る
、
こ
れ
も
境
界
で
あ
る
と
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
井
波
陵

一
は

『
人
間
詞
話
』
の
こ

(31
)
 

の
よ
う
な
記
述
法
を
、
体
系
構
築
で
は
な
く
断
片
の
集
積
に
よ
る
芸
術
批
評
と
し
て
王
国
維
が
選
択
し
た
と
い
う
。
筆
者
は

「意
境
」、
「情
景
」

等
が
「
境
界
」
に
近
い
言
葉
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
解
釈
に
先
立
ち
以
下
に
王
国
維
の
主
要
な
境
界
の
説
明
例
を
見
て
行
き
た
い
。
王
国
維
は

(32) 

冒
頭
で
境
界
の
重
要
性
を
述
べ
る
。
境
界
に
は
外
物
景
観
と
心
情
の

一
一
種
類
が
あ
る
と
い
う
説
明
と
共
に
、
続
け
て
次
に
引
用
す
る
。

詞
以
境
界
為
最
上
。
有
境
界
則
自
成
高
格
、
自
有
名
句
。
五
代
北
宋
之
詞
所
以
以
獨
絶
者
在
此
。
（
一
則
）

詞
は
境
界
を
最
高
価
値
と
す
る
。
境
界
が
あ
る
詞
は
自
然
に
高
い
風
格
を
形
成
し
、
自
然
に
名
句
が
生
ま
れ
る
。
五
代

・
北
宋
の
詞
が

『
人
間
詞
話
』
に
お
け
る
「
境
界
」
説
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（
有
我
之
境
、
以
我
観
物
）
、
後
者
は
物
を
以
て
物
を
観
る
と
も

情
を
描
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
を
境
界
が
あ
る
と
言
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
境
界
が
な
い
と
言
う。

先
ず
、
詩
詞
の
最
も
重
要
な
こ
と
は
境
界
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
真
の
景
物
、
真
の
感
情
を
描
写
す
る
詞
は
境
界
が
あ
り
、

そ
う
で
な
い

第
二
則
、
五
則
で
は
、
境
界
の
描
写
法
を
、
造
境
（
理
想
虚
構
）
と
写
境
（
自
然
描
写
）
に
分
け
て
説
明
を
す
る
。
彼
は
、
造
境
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
文
学
で
は

ロ
マ

ン
主
義
に
対
応
し
写
境
は
写
実
主
義
に
対
応
す
る
か
、
中
国
古
典
詩
詞
で
は
造
境
は
必
ず
自
然
か
ら
出
発
し
て
お
り
ま
た
写

景
も
理
想
境
に
近
い
景
色
を
見
る
の
で
、
作
品
中
で
両
者
を
劃
然
と
区
別
で
き
な
い
と
い
う
。

第
三
則
、
四
則
で
は
、
景
物
の
観
察
と
自
我
と
の
関
係
を
、
自
我
意
識
の
あ
る
場
合
と
忘
我
の
場
合
に
分
け
て
対
比
す
る
。
王
国
維
は
前
者

を
有
我
の
境
、
後
者
を
無
我
の
境
と
呼
ぶ
。
前
者
は
我
を
以
て
物
を
観
る
が

い
い
（
無
我
之
境
、
以
物
観
物
）
、
詞
人
は
多
く
有
我
の
境
を
と
る
が
豪
傑
の
士
は
無
我
の
境
が
可
能
だ
と
い
う
。

第
八
則
で
は
、
境
界
に
は
大
小
の
差
別
が
あ
る
が
、

用
し
て
示
す
。

そ
れ
は
詞
の
高
低
優
劣
を
決
め
る
も
の
で
は
な
い
と
い
い
、
何
種
か
の
詩
詞
の
例
を
引

第
二
六
則
で
は
、
人
生
に
お
け
る
成
功
者
に
は
三
段
階
の
境
界
が
あ
る
と
い
い
、
晏
殊
、
欧
陽
脩
、
辛
棄
疾
の
三
つ
の
詞
を
引
用
す
る
。
創

業
開
始

・
始
学
、
事
業
推
進
・
治
学
、

事
業
完
成

・
学
問
成
就
の
三
段
階
の
境
界
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

古
今
之
成
大
事
業
、
大
学
問
者
、
必
経
過
三
種
之
境
界
。
「
昨
夜
西
風
凋
碧
樹
。
獨
上
高
棲
、
望
盛
天
涯
路
。
」

此
第

一
境
也
。
「
衣
帯

漸
寛
終
不
悔
、
為
伊
消
得
人
憔
悴
。」

此
第
二
境
也
。「
衆
裏
尋
他
千
百
度
、
同
頭
猫
見
、
那
人
正
在
、
燈
火
蘭
珊
慮
。」

此
第
三
境
也
。

此
等
語
皆
非
大
詞
人
不
能
道
。
然
速
以
此
意
解
繹
諸
詞
、
恐
為
晏
歌
諸
公
所
不
許
也
。
（
一
一
六
則
）

場
合
を
境
界
が
な
い
と
い
う
。
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統
合
発
展
さ
せ
、
更
に
カ
ン
ト
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ェ
ル
、

古
今
の
大
事
業
、
大
学
問
を
成
就
し
た
人
々
は
、
必
ず
三
種
の
境
界
を
経
過
し
て
い
る
。
「
昨
夜
西
風
碧
樹
を
凋
ま
す
。
独
り
高
楼
に

か

れ

あ

た

い

上
り
、
望
み
尽
す
天
涯
の
路
」
は
、
第

一
の
境
界
で
あ
る
。
「
衣
帯
漸
＜
寛
く
な
る
も
終
に
悔
い
ず
、
伊
の
為
に
人
は
憔
悴
に
消
得
す
を
」

あ
の
ひ
と

か
れ

は
、
第
一

一の
境
界
で
あ
る
。
「
衆
裏
に
他
を
尋
ぬ
る

こ
と
千
百
度
、
頭
を
回
ら
せ
慈
と
し
て
見
れ
ば
、
那
人
正
に
在
り
、
灯
火
闇
珊
た
る

処
」
は
、
第
三
の
境
界
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
す
べ
て
大
詞
人
で
な
け
れ
ば
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
唐
突
に
こ
れ
ら
の
詞
を

こ
の
意
味
に
解
釈
す
る
の
は
、
恐
ら
く
晏
殊
、
欧
陽
脩
の
諸
公
に
同
意
し
て
貰
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

三
つ
の
原
詞
の
解
釈
は
王
国
維
自
ら
言
う
よ
う
に
牽
強
付
会
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
の
見
解
が
気
に
入
っ
て
い
た
ら
し
く
、

「文
学
小
言
」
第

(33) 

五
則
の
中
で
同
じ
論
を
更
に
わ
か
り
易
く
説
明
す
る
。
井
波
陵
一
は
こ
こ
に
は
ニ
ー
チ
ェ
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、

ニ
ー
チ
ェ
が
ツ
ア
ラ
ツ
ー
ス
ト
ラ
に
精
神
の
三
段
階
の
変
化
に
つ
い
て
語
ら
せ
、

ど
の
よ
う
に
し
て
精
神
が
酪
舵
（
辛
抱
強
さ
の
象
徴
）
か
ら

(34) 

獅
子
（
創
造
の
た
め
の
自
由
の
象
徴
）
を
経
て
幼
子
（
無
垢
と
聖
な
る
肯
定
の
象
徴
）
に
な
る
か
の
比
喩
を
述
べ
る
こ
と
を
指
す
。

勝
咸
恵
は
、
王
国
維
の
境
界
説
は
南
宋
厳
羽
の

「消
浪
詩
話
」
中
に
お
け
る
興
趣
説
、
清
代
四
大
詩
論
の
―
つ
で
あ
る
王
士
禎
の
神
韻
説
を

(35
)
 

ニ
ー
チ
ェ

等
の
西
洋
美
学
思
想
の
観
点
を
加
え
た
詩
詞
論
だ
と
い
う
。
王
国
維
は

二
十
歳
代
後
半
、
師
範
学
校
教
員
時
代
に
日
本
語
で
ド
イ
ツ
哲
学
を
独
習
し
、

カ
ン
ト
、

シ
ョ

ー
ペ
ン

ハ
ウ
ェ
ル
、

ニ
ー
チ
ェ

等
の
影
響
を
受

け
た
。
『
人
間
詞
話
』
十
八
則
で
は
ニ
ー
チ
ェ
の

『
ツ
ア
ラ
ツ

ー
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
』
か
ら
「
あ
ら
ゆ
る
文
学
作
品
中
で
私
は
血
で
も
っ

て
書
か
れ
た
も
の
を
愛
す
（

一
切
文
學
、
余
愛
以
血
書
者
）
」

を
引
用
し
、
李
後
主
の
詞
は
そ
れ
に
相
当
す
る
と
評
論
し
て
い
る
。
王
国
維
自

身
は
興
趣
説
、
神
韻
説
は

一
面
を
衝
い
て
い
る
が
、
境
界
説
は
詩
詞
の
審
美
鑑
賞
を
全
面
的
に
説
明
す
る
と
い
う

（
消
浪
所
謂
興
趣
、
玩
亭
所

謂
神
韻
、
猶
不
過
道
其
面
目
、
不
若
鄭
人
枯
出
境
界
二
字
、
為
探
其
本
也
。
九
則
）
。
さ
ら
に
王
国
維
は
五
代
南
唐
後
主
の
李
燈
を
評
論
す
る

中
で
、
詞
人
は
赤
子
の
心
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

(+
六
則
）
。
ま
た
詩
詞
は
交
際
手
段
と
か
社
会
的
効
用
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
く
、
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で
き
れ
ば
、
詩
詞
を
作
る
道
の
半
分
は
達
成
さ
れ
て
い
る
。

毀
誉
褒
貶
や
歴
史
評
価
を
描
写
の
対
象
と
す
ぺ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
（
五
七
則
）
。

詞
人
者
、
不
失
其
赤
子
之
心
者
也
。
故
生
子
深
宮
之
中
、
長
子
婦
人
之
手
、
是
後
主
為
人
君
所
短
慮
、
亦
即
為
詞
人
所
長
慮
。
(
+
六

詞
人
と
は
、
そ
の
赤
子
の
心
を
失
わ
な
い
者
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
宮
廷
奥
深
く
に
生
ま
れ
て
、
婦
人
の
手
に
よ
り
成
長
し
た
の
は
、
後

主
が
君
主
で
あ
る
に
は
短
所
で
あ
っ
た
が
、
詞
人
で
あ
る
に
は
長
所
で
あ
っ
た
。

人
能
子
詩
詞
中
不
為
美
刺
投
贈
之
篇
、
不
使
隷
事
之
句
、
不
用
粉
飾
之
字
，
則
干
此
道
巳
過
半
突
。
（
五
七
則
）

も
し
人
が
詩
詞
の
中
で
他
人
を
賛
美
し
中
傷
し
贈
答
す
る
篇
を
作
ら
ず
、
典
故
の
句
を
使
わ
ず
、
飾
り
た
て
る
文
字
を
使
わ
ぬ
こ
と
が

五
七
則
の
美
刺
は
毀
誉
褒
貶
の
こ
と
、
投
贈
は
贈
答
詩
を
指
す
。
ま
た
隷
事
は
典
故
を
列
ね
る
こ
と
、
典
故
の
多
用
は
王
国
維
の
排
斥
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

古
典
哲
学
の
命
題
の
一
っ
は
、
人
生
に
お
け
る
最
も
重
要
な
価
値
を
真
、
善
、
美
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
王
国
維
は
ド
イ
ツ
哲
学
、

美
学
を
研
究
し
た
の
で
こ
の
よ
う
な
視
点
で
詩
詞
を
見
た
は
ず
で
あ
る
。
彼
の

「
境
界
」
説
は
、
詩
詞
が
美
を
表
現
す
る
も
の
だ
と
主
張
す
る
。

し
か
し
美
は
真
、
善
と
比
べ
て
最
も
論
理
的
に
説
明
し
難
い
。
そ
れ
は
感
性
に
訴
え
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

以
上
王
国
維
の

「境
界
」
に
関
す
る
具
体
的
記
述
例
を
引
用
し
、
ま
た
幾
つ
か
の
箇
所
の
説
明
を
加
え
た
。
『
人
間
詞
話
』

則
）

次
に
第
十
六
、
五
七
則
の
主
張
を
引
用
し
よ
う
。

一
則
か
ら
六
則
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し
、
南
宋
は
辛
棄
疾
、
姜
綾
以
外
は
評
価
が
低
い
。

ま
で
を
整
理
す
る
と
、
境
界
と
は
優
れ
た
詩
詞
の
描
写
対
象
と
描
写
方
法
を
述
べ
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
描
写
対
象
は
景
物
と
情
感
で
あ
り
、

第

一
に
そ
の
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
真
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
二
に
両
者
が

一
篇
中
で
密
接
な
繋
が
り
を
も
つ
こ
と
を
、
「境
界
が
あ
る
」
と

王
国
維
は
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
境
界
の
構
成
要
因
を
分
析
す
る
と
、
「
境
界
」
は
「
意
境
」
に
近
く
、
更
に
こ
れ
は

「意」

と

「境
」
に
分
割
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
は

「抒
情
」
と

「
舒
景
」
と
の
二
種
類
の
描
写
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
王
国
維
は
両
者
を
劃
然

と
区
別
す
る
分
析
的
表
現
を
と
ろ
う
と
は
し
な
い
。
そ
れ
故
に
そ
の
理
想
像
は
体
系
的
に
述
べ
ら
れ
ず
、
論
理
的
説
明
を
求
め
る
読
者
に
は
難

解
で
あ
る
。

一
方
ま
た

「境
界
」
説
は
梁
啓
超
の

「飲
泳
室
詩
話
」
が
前
提
と
す
る
社
会
の
革
新
に
貢
献
す
る
た
め
の
詩
、

「詩
は
志
を
言
う
」

と
す
る
伝
統
的
詩
学
精
神
に
基
づ
く
詩
観
に
対
立
し
、
審
美
詩
観
あ
る
い
は
芸
術
至
上
主
義
の
立
場
で
も
あ
る
。

王
国
維
は
以
上
の
よ
う
な

「境
界
」
説
に
基
づ
き
、
『
人
間
詞
話
』
の
第
二
段
階
で
は
、
唐
末

・
五
代
か
ら
南
宋
ま
で
の
詞
人
作
品
を
中
心

に
評
論
す
る
。
取
上
げ
る
詩
詞
は
い
ず
れ
も
よ
く
知
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。
評
論
の
方
法
は
、
幾
人
か
の
詞
人

・
詩
人
の
作
品
を
比
較
し
て
、

最
も
優
れ
た
境
界
の
作
品
と
そ
れ
に
及
ば
な
い
作
品
を
比
較
し
な
が
ら
、

王
国
維
の
理
想
的
境
界
の
具
体
例
を
次
々
に
示
し
て
い
く
。
王
国
維

が
特
に
高
く
評
価
す
る
詞
人
は
、
五
代
で
は
李
燈
、
凋
延
之
、
章
荘
、
北
宋
で
は
欧
陽
脩
、
秦
観
、
蘇
試
、
南
宋
で
は
辛
棄
疾
、
清
代
で
は
納

蘭
性
徳
で
あ
る
。
制
限
付
き
で
高
く
評
価
す
る
の
は
北
宋
の
周
邦
彦
と
南
宋
の
姜
愛
で
あ
る
。
時
代
的
に
は
唐
末

・
五
代

・
北
宋
を
高
く
評
価

四
・
三

詩
詞
文
体
の
変
遷
論

『
人
間
詞
話
』
第
五
三
則
は
、
四
庫
全
書
の
文
体
優
劣
論
が
詞
を
詩
よ
り
低
く
見
る
の
を
否
定
し、

詩
と
詞
に
高
下
の
区
別
は
な
い
と
い
う
。

第
五
四
則
で
は
、
詩
人
は
境
界
の
独
創
性
を
追
求
す
る
の
で
、
文
体
が
時
代
的
に
変
遷
し
た
と
次
の
よ
う
に
い
う
。
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王
国
維
は
こ
れ
を
文
学
ジ
ャ
ン
ル
全
般
の
変
遷
論
に
発
展
さ
せ
た
。
後
に

『
宋
元
戯
曲
考
』
序
で
、

「
凡
そ

一
代
に
は

一
代
の
文
学
が
あ
る
。

楚
の
騒
、
漢
の
賦
、
六
朝
の
絣
文
、
唐
の
詩
、
宋
の
詞
、
元
の
曲
は
皆
所
謂
一
代
の
文
学
で
あ
り
、
そ
し
て
後
世
は
こ
れ
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
（
凡
一
代
有
一
代
之
文
學
。
楚
之
騒
、
漢
之
賦
、
六
朝
之
絣
語
、
唐
之
詩
、
宋
之
詞
、
元
之
曲
、
皆
所
謂

一
代
之
文
學
、
而
後

(36) 

世
莫
能
織
焉
者
也
。
）」
と
い
う
。
勝
咸
恵
は
こ
の
文
体
変
遷
論
に
関
し
て
、

王
国
維
は
因
襲
模
倣
に
反
対
し
革
新
独
創
を
主
張
し
、
五
四
新
文

(37) 

学
運
動
の
唱
祁
者
胡
適
、
陳
独
秀
の
文
学
革
命
思
想
に
影
響
を
与
え
、
新
し
い
潮
流
の
推
進
作
用
を
果
た
し
た
と
い
う

ま
た

『人
間
詩
話
」
第
五
九
則
で
、
境
界
説
の
観
点
か
ら
近
体
詩
の
中
で
は
輿
趣
寄
託
と
抒
情
表
現
に
適
す
る
の
は
五
言
七
言
絶
句
が
第
一
、

律
詩
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
排
律
は
最
下
位
と
い
う
。
ま
た
詞
で
は
小
令
が
絶
句
、
長
調
が
律
詩
、
長
調
中
の

「
百
字
令
」
、
「
沿
春
園
」
等
は
排
律

当
然
変
更
す
る
こ
と
は
な
い
。

四
言
服
而
有
楚
僻
。
楚
辟
放
而
有
五
言。

五
言
服
而
有
七
言。

古
詩
散
而
有
律
絶
、
律
絶
散
而
有
詞
。
蓋
文
体
通
行
既
久
、
染
指
遂

多
、
自
成
習
套
。
豪
傑
之
士
、
亦
難
干
其
中
自
出
新
意
、
故
遁
而
作
他
憫
、
以
自
解
脱
。

謂
文
学
後
不
如
前
、
余
未
敢
信
。
但
就

一
憫
論
、
則
此
説
固
無
以
易
也
。
（
五
四
則
）

一
切
文
憫
所
以
始
盛
中
衰
者
、
皆
由
子
此
。
故

四
言
詩
が
疲
弊
す
る
と
楚
辞
が
現
れ
た
。
楚
辞
が
疲
弊
す
る
と
五
言
詩
が
現
れ
た
。
五
言
詩
が
疲
弊
す
る
と
七
言
詩
が
現
れ
た
。
古
詩

が
疲
弊
す
る
と
律
詩
絶
句
が
現
れ
た
。
思
う
に
文
体
と
い
う
も
の
は
長
い
あ
い
だ
通
行
す
る
と
、
使
用
す
る
者
が
結
局
多
く
な
り
、
自
然

に
常
套
化
す
る
。
非
凡
な
人
々
で
も
そ
の
中
で
新
鮮
さ
を
出
す
の
は
困
難
に
な
り
、
そ
れ
故
に
敬
遠
し
て
他
の
文
体
を
作
り
、
そ
れ
に
よ

り
旧
弊
か
ら
逃
れ
る
。
す
べ
て
の
文
体
が
最
初
は
隆
盛
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
中
で
衰
退
す
る
理
由
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
文
学

は
歴
史
的
に
後
世
の
も
の
は
前
代
に
及
ば
な
い
と
い
う
考
え
は
、
私
は
信
じ
な
い
。
但
し

―
つ
の
文
体
に
つ
い
て
論
ず
れ
ば
、
こ
の
説
は
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梁
啓
超
と
王
国
維
の
対
比
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
梁
啓
超
は
外
交
的
で
陽
気
で
進
取
の
精
神
に
富
み
、
多
少
軽
率
な
面
も
あ
る
が
、
政
治
面

で
も
活
躍
し
、
世
界
各
国
を
歩
い
た
。
王
国
維
も
新
時
代
の
動
き
に
敏
感
で
、
人
並
み
以
上
の
行
動
力
を
示
し
た
。
た
だ
病
弱
な
体
質
で
、
内

(38)

（

39
)
 

向
的
で
憂
欝
症
的
性
格
、
沈
思
黙
考
す
る
学
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
一

生
辮
髪
を
守
り
反
功
利
主
義
の
立
場
を
貫
く
一
徹
さ
を
持
ち
、
ま
た

顆
和
園
で
入
水
自
殺
し
た
。
二
人
の
経
歴
と
性
格
が
対
照
的
で
あ
る
よ
う
に
、

『
飲
泳
室
詩
話
』
と

『
人
間
詞
話
』
も
対
照
的
で
あ
る
。
梁
啓

超
は
詩
を
理
想
の
政
治
社
会
実
現
に
貢
献
す
る
手
段
と
し
て
捉
え
、

「詩
は
志
を
言
う
」
と
す
る
詩
観
が
強
い
。
王
国
維
は
詩
詞
を
人
生
最
高

の
価
値
で
あ
る
美
の
鑑
賞
手
段
と
し
て
捉
え
、

「詩
は
情
に
縁
る
」
と
す
る
立
場
が
強
い
。
し
か
し
二
人
は
、
西
欧
文
化
を
研
究
し
た
上
で
中

国
古
典
を
大
切
に
し
て
、
伝
統
的
文
言
を
尊
重
す
る
立
場
は
共
通
す
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
王
国
維
は

『
人
間
詞
話
』
中
で
詩
文
体
の
時
代
的

変
遷
を
論
じ
た
が
、

話
』
の
後
世
の
評
価
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。
し
か
し

『
人
間
詞
話
』
の
最
大
の
詩
学
上
の
意
義
は
、
詩
詞
に
対
す
る
中
国
の
伝
統
的
鑑
賞

を
西
洋
美
学
の
視
点
か
ら
見
直
し
て
新
解
釈
を
与
え
た
こ
と
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

梁
啓
超
に
対
す
る
後
世
の
評
価
を
簡
単
に
整
理
し
た
い
。
そ
こ
に
は
政
治
思
想
面
と
文
化
思
想
面
の

二
つ
の
視
点
が
あ
る
。
清
朝
の
変
法
維

四
•
四

見
た
の
で
あ
る
。

五

に
相
当
す
る
と
い
う
（
近
代
詩
体
制
、
以
五
、
七
言
絶
自
為
最
尊
、
律
詩
次
之
、
排
律
最
下
。
…
詞
中
小
令
如
絶
句
、
長
調
似
律
詩
、
若
長
調

之

「
百
字
令
」
、
「
沿
園
春
」
等
、
則
近
於
排
律
突
）
。
王
国
維
は
律
詩
や
長
調
の
厳
格
な
格
律
は
思
想
感
情
表
現
を
束
縛
し
境
界
を
妨
げ
る
と

王
国
維
と
梁
啓
超
の
対
比

そ
れ
は
王
国
維
の
意
図
と
関
係
な
く
五
四

「文
学
革
命
」
運
動
に
推
進
力
を
与
え
た
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は

『人
間
詞

ま
と
め
ー
梁
啓
超
の
評
価

-161 -



簡
単
に
は
滅
び
な
い
で
あ
ろ
う
。

治
家
と
し
て
活
動
す
る
に
伴
い
批
判
は
強
ま
り
、

一
九
ニ

―
年
の
毛
沢
東
に
よ
る
思
想
批
評
に
至
っ
た
。

一
方
五
四
文
化
運
動
の
中
で
、
伝
統

新
挫
折
後
に
中
国
の
変
革
を
求
め
る
勢
力
は
、
康
有
為
を
指
導
者
と
す
る
保
皇
立
憲
派
と
孫
文
を
指
導
者
と
す
る
革
命
派
に
二
分
さ
れ
、
梁
啓

超
は
前
者
に
属
し
た
。
章
太
炎
の

『
民
報
』
と
梁
啓
超
の
『
新
民
叢
報
』
の
間
の
論
争
か
ら
革
命
派
の
梁
啓
超
攻
撃
が
始
ま
り
、
梁
啓
超
が
政

的
古
典
詩
は
旧
詩
と
し
て
否
定
的
評
価
を
受
け
た
。
梁
啓
超
は
白
話
運
動
を
否
定
し
な
か
っ
た
が
、
積
極
的
に
加
担
も
し
な
か
っ
た
。
人
民
文

学
出
版
社
版

『
飲
泳
室
詩
話
』
の

一
九
五
九
年
版
出
版
説
明
に
は
、

「詩
話
」
が
晩
清
期
は

一
定
の
進
歩
性
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
主
張
は
改
良

(40
)
 

主
義
で
あ
り
、
文
中
に
は
反
動
要
素
が
あ
り
全
て
批
判
が
必
要
だ
と
い
う
。

文
革
終
了
後
、
政
治
雰
囲
気
の
緩
和
に
伴
い
中
国
の
文
学
評
論
は
視
野
が
拡
大
し
た
。
二

0
0四
年
出
版
の
黄
修
己

『二
十
世
紀
中
国
文
学

史
』
は
現
代
新
旧
の
詩
を
論
じ
、
五
四
運
動
で
衰
亡
し
た
か
に
見
え
る
旧
体
詩
詞
が
実
は
現
在
ま
で
し
ぶ
と
く
生
き
残
り
、
西
洋
文
化
の
吸
収

を
図
り
な
が
ら
、
中
国
伝
統
文
明
の
上
に
立
ち
難
局
に
対
峙
す
る
知
識
人
の
精
神
を
表
現
す
る
多
数
の
優
れ
た
旧
体
詩
作
品
が
書
か
れ
た
と
い

(41
)
 

う
。
こ
れ
は
先
に
述
ぺ
た
張
寅
彰
の
観
点
と
共
通
す
る
。
今
日
中
国
詩
壇
で
新
詩
と
旧
詩
の
勢
力
が
半
々
だ
と
す
れ
ば
、
梁
啓
超
が
白
話
詩
論

で
述
べ
た
予
測
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『
飲
泳
室
詩
話
』
は
、
革
命
を
標
榜
し
な
が
ら
初
歩
的
進
歩
性
に
留
ま
り
本
格
的
革
新
性
に
反
す
る
と
見
倣
さ
れ
、
後
世
の
否

定
的
評
価
を
受
け
て
き
た
。
そ
れ
は
、
政
治
思
想
面
と
文
化
思
想
面
の
歴
史
的
変
遷
に
左
右
さ
れ
た
評
価
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
筆

者
は
、
『
飲
泳
室
詩
話
』
は
時
代
に
左
右
さ
れ
な
い
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は

「詩
界
革
命
」
が
求
め
た
理
想
の
詩
の
三
要
件
、
新
意

境
、
新
語
奨
、
旧
風
格
の
内
、
旧
風
格
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
前
二
者
に
対
す
る

『
飲
泳
室
詩
話
』
の
引
例
は
時
代
の
変
遷
に

伴
い
次
第
に
新
の
意
味
が
薄
れ
当
時
の
時
代
的
特
徴
を
残
す
だ
け
に
な
っ
た
が
、
旧
風
格
は
伝
統
的
古
典
詩
が
力
を
蓄
え
時
代
を
越
え
て
長
く

引
継
が
れ
る
こ
と
を
述
ぺ
て
お
り
、
今
日
な
お
有
効
だ
か
ら
で
あ
る
。
古
典
詩
は
現
在
な
お
読
み
継
が
れ
作
り
継
が
れ
て
お
り
、
将
来
も
そ
う
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〔註〕
(
1
)

『
飲
泳
室
詩
話
』
は
雑
誌
「
新
民
叢
報
』
に
掲
載
後
、
順
序
を
若
干
変
更
し
て
全
二
0
四
段
中
の
第

一
七
四
段
ま
で
が

「飲
沐
室
合
集
』
中
に

「詩

話
」
の
題
目
で
線
め
て
収
容
さ
れ
、
後
に
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
中
国
古
典
文
学
理
論
批
評
専
著
選
輯
の

一
冊
と
し
て
単
行
本
が
出
版
さ
れ
、
広
く
流

布
し
た
。
詳
細
は
注

3
参
照
。
最
近
『
飲
泳
室
合
集
』
未
収
録
の
梁
啓
超
著
作
を
集
め
た
夏
眺
虹
輯
『
飲
泳
室
合
集
・
集
外
文
』
（
北
京
大
学
出
版
、

二
0
0五
年
）
が
出
版
さ
れ
、
「
詩
話
」
の
残
り
三
十
段
分
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
沈
鵬
主
編
『
梁
啓
超
全
集
』
（
北
京
出
版
社
版
、
一
九
九
九
年
）
は

「詩
話
」
全
体
を
一
括
し
て
収
録
す
る
。
な
お
本
論
で
は
こ
れ
ら
を
す
ぺ
て

『飲
泳
室
詩
話
」
と
表
記
す
る
。

(
2
)

『
飲
泳
室
詩
話
』
第
四
段
で
梁
啓
超
は
、
近
世
詩
人
で
新
理
想
を
旧
風
格
に
銘
躊
で
き
る
者
は
黄
遵
憲
を
推
す
ぺ
き
だ
と
い
う
（
近
世
詩
人
能
銘
鋳

新
理
想
以
入
菌
風
格
者
、

営
推
黄
公
度
）。

(
3
)

細
川
直
吉

「
梁
啓
超

《飲
泳
室
詩
話
》
の
詩
学
」
、
『二
松
學
合
大
学
人
文
論
叢
』
第
八
十
七
輯

（二

0
-
―
年
）
、
九
九
I

―
ニ
―

頁
。

(
4
)

林
明
徳

「梁
啓
超
興
詩
界
革
命
」
、
「
輔
仁
國
文
學
報
』
五
集
(
-
九
八
九
年
）
、
八
九

I
-
―
―
頁
。

(
5
)

丁
福
保
編
、

王
夫
子
等
撰

『清
詩
話
』
、
郭
紹
虞
前
言
（
藝
文
印
書
館
、

一
九
七
七
年
）、

一
頁
。

(6
)

欧
陽
脩
著
、
李
逸
安
貼
校

『欧
陽
修
全
集
』
第
五
冊
詩
話、

中
国
古
典
文
學
基
本
叢
書
（
中
華
書
局
、

二
0
0
一
年
）
、

一
九
四
九
ー
一

九
六
一
頁
。

彼
は
最
初
こ
の
文
を
ま
と
め
て

一
篇
の
文
章
と
し
た
の
で
は
な
く
、
雑
書
一
巻
中
の
九
項
目
の
随
筆
と
し
て
書
い
た
。
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
詩
話
と
区

別
す
る
た
め
に
欧
陽
脩
の

「
詩
話
」

は
、
現
在
で
は

「六一

詩
話
」
あ
る
い
は
「
欧
陽
脩
文
忠
公
詩
話
」
と
呼
ぷ
゜

(
7
)

蒋
寅
撰
『
清
埓
活
考
』
清
埓
活
見
存
お
目
、

清
峙
活
待
訪
お
目

（中
年
お
局
、

二
0
0五
年
）
。
な
お
著
者
名

・
書
名

・
出
版
社
の
表
記
（
簡
体
字

使
用
）
は
初
出
に
よ
る
。
以
下
も
同
じ
。

(
8
)

郭
紹
虞
編
選

『
清
詩
話
続
編
』
（
上
海
古
籍
出
版
、

一
九
八
三
年）
。

(
9
)

張
寅
彰
主
編

『
民
國
詩
話
叢
編
』
、
自
序

（
上
海
廿
店
出
版
社
、

二
0
0
二
年）
。

(10
)

同
前
、
凡
例
、
七
頁
で
、

「若
梁
啓
超
飲
泳
室
詩
話
、
：
．
等
，
雖
係
名
作
，
然
均
作
於
民
国
前
夕
，
不
凰
本
編
範
園
」
と
い
う
。

(11)

同
前
、
自
序
、
四
ー
六
頁
で、

「現
代
詩
壇
藷
憫
詩
輿
新
詩
分
伯
半
壁
江
山
」
と
い
う
。

(12
)

約
十
年
間
と
さ
れ
る
五
四
文
学
運
動
の
開
始
時
期
は
陳
独
秀
が
上
海
で

『
青
年
雑
誌
』
（
後
に

『
新
青
年
』

と
改
題
）
を
創
刊
し
た

一
九
一
五
年
と

す
る
見
方
と
、

『
新
青
年
』
誌
上
に
胡
適
、
陳
独
秀
の
白
話
文
を
文
言
文
に
変
え
る
こ
と
を
主
張
す
る
論
文
を
掲
載
し
た

一
九

一
七
年
と
す
る
見
方
が

あ
る
。
欧
陽
哲
生
は
前
者
を
と
り
（
欧
阻
哲
生
「
北
京
大
学
与
”
五
四
“
文
化
返
劫
」
、
北
京
大
学
中
国
語
研
修
防
史
文
化
洪
座
、
二

0
0五
年
九
月
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五
日
）
、
黄
修
己
（
注
39
参
照
）
は
後
者
の
立
場
を
と
る
。
実
際
に

『新
青
年
』
誌
上
に
胡
適
、
沈
手
黙
、
劉
半
農
が
初
め
て
白
話
詩
を
発
表
し
た
の

は

一
九

一
八
年
で
あ
る
。

(13)

梁
啓
超
著

「飲
泳
室
合
集
』
文
集
第
五
冊
文
集
之
四
十
三

「晩
清
雨
大
家
詩
紗
題
辟
」
（
中
華
書
局
、
第
五
次
印
刷
二
0
0八
年
）
、
六
九
ー
八

0
頁。

(14)

『
飲
沐
室
詩
話
』
冒
頭
の
こ
の
文
は
有
名
で
あ
り
、
倉
田
貞
美

『中
国
近
代
詩
の
研
究
』
第
二
篇
第
三
節
飲
泳
室
詩
話
で
は
前
半
を
取
上
げ
る
が
芳

磐
排
側
は
そ
の
ま
ま
訓
読
し
て
い
る

（大
修
館
書
店、

一
九
六
九
年
、

二
七
九
頁
）
。
細
川
直
吉

「『
飲
泳
室
詩
話
』
に
み
る
尊
師
の
贈
詩
ー
梁
啓
超
に

贈
ら
れ
た
康
有
為
と
黄
遵
憲
の
詩
」
、
「二
松
學
舎
大
学
人
文
論
叢
』
第
八
十
九
輯
（
二
0
―
二
年
）
、

四

O
I六
七
頁
。

(15
)

注
4
参
照
。

(16)

「飲
泳
室
詩
話
』
の
取
上
げ
る
詩
人
及
び
詩
の
数
に
関
し
て
は
許
常
安

「飲
泳
室
詩
話
に
見
え
る
晩
清

〈詩
界
革
命
〉
の
主
張
」
、
『
日
本
中
國
学
會

報
」
第
十
七
集

(-
九
六
五
年
）
、

一
六
四
ー一

八
二
頁
、
倉
田
貞
美
著

「
中
国
近
代
詩
の
研
究
』
第
二
編
第

一
章
第
二
節
飲
沐
室
詩
話
（
大
修
館
書

店、

一
九
六
九
年
）
、
二
六
八
ー
ニ
八
五
頁
等
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
の
計
数
は
こ
れ
ら
と

一
致
せ
ず
、
全
詩
旬
は
八
五
三
件
で
あ
る
。
但
し
、

完
全
な

一
首
の
詩
と
は
言
え
ぬ
片
言
双
句
、
対
句

一
聯
か
ら
黄
遵
憲
の

二
千
二
十
字
に
及
ぶ
五
言
排
律
長
篇
詩
ま
で
す
ぺ
て
を

一
件
と
し
た
。

(17)

隙
良
返
著

『中
国
峙
学
批
坪
史
』
第
二
四
章
二
黄
尊
完
、
梁
自
超
的

『
峙
界
革
命
』
詑
（
江
西
人
民
出
版
、

二
0
0
一
年
）
、
六

0
-
I六
0
八
頁
。

(18)

黄
遵
憲
著
、
錢
仲
聯
箋
注
『
人
境
巖
詩
草
箋
注
』
自
序

（上
海
世
紀
出
版
股
伶

・
上
海
古
籍
出
版
、
第
三
次
印
刷
―
10
0七
年
）
、

三
頁
。

(19
)

小
河
陽
訳

「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
、
新
約
聖
書
＞
（
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
）

二
0
1
、
二
三
八、

二
四
ニ
ー
ニ
四
三
頁。

(20
)

梁
啓
超
著

「
飲
泳
室
合
集
』
専
集
第
二
冊
専
集
之
二
十―

一附
録
二

「夏
威
夷
遊
記
」
（中
華
書
局
、
第
五
次
印
刷
二
0
0八
年
）
、

一
八
五
ー
一

九
六

頁
。

(21)

梁
啓
超
著
、
舒
蕪
校
貼

『飲
泳
室
詩
話
』
校
黙
後
記
、
郭
紹
虞

．
羅
根
澤
主
編
中
国
古
典
文
學
理
論
批
評
専
著
選
輯
（
人
民
文
学
出
版
社
版
、

一
九

八
二
年
）
、
一
四
―
ニ
ー
一

四
八
頁
。

(22
)

倉
田
貞
美
著

『
中
国
近
代
詩
の
研
究
』
第
二
編
第
三
章
第
二
節
丘
逢
甲
と
秋
裸
賢
、
第
三
編
第
二
章
南
社
の
詩
人
第

一
節

一
詩
界
革
命
運
動
と
の
関

係
（
大
修
館
書
店、

一
九
六
九
年
）
、
三
九
九
ー
四

一
七
、
四
七
七
ー
四
八
四
頁
。

(23
)

易
露
鼎
著

『
梁
自
超
和
中
国
既
代
文
化
思
潮
』
第
十
六
章
胡
造
和
梁
店
超

（主
都
肺
苑
大
学
出
版
、

注
24
、
25
参
照
。

(24)

同
前
、
第
十
七
章
魯
迅
和
梁
自
超
、
四
五
九
ー
四
七
六
頁
。

二
0
0九
年
）
、
四
四
五
ー
四
五
八
頁
。
な
お
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(25)

同
前
、
第
十
八
章
毛
涵
床
和
梁
自
超
、
四
七
七
ー
四
九

0
頁
。

(
2
6
)丁
文
江
・
趙
豊
田
編
・

島
田
虔
次
訳

『梁
啓
超
年
譜
長
篇

•

第
四
巻
』
一
九
ニ

―
年
（
岩
波
書
店
、

二
0
0
四
年
）、

三
六
O
I
三
六
三
頁
。

(27)

陳
立
新
著
『
梁
啓
超
と
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
』
第
三
部
第
一二
章
第
二
節

「梁
啓
超
と
社
会
主
義
論
戦
」（
芙
蓉
書
房
出
版
、

二
0
0九
年
）
、

二
六
九
ー

二
七
二
頁。

(28)

丁
文
江

・
趙
豊
田
編
島
田
虔
次
編
訳
『
梁
啓
超
年
譜
長
篇
第
五
巻
」
一

九
二
七
年

（
岩
波
書
店
、
二

0
0
四
年
）
、

二
四
三
ー
ニ
四
七
頁
。

(29)

本
論
で
扱
う
の
は
『
国
粋
学
報
』
掲
載
の
所
謂
通
行
本
で
全
六
二
則
で
あ
り
、
こ
れ
を
以
下

『
人
間
詞
話
』
で
表
記
す
る
。

(30)

『
四
庫
全
書
』
「
西
河
詞
話
」
提
要
に
は
、

「宋
以
来
詩
話
の
著
作
は
多
い
が
詞
話
の
著
作
は
少
な
い
（
宋
以
束
撰
詩
話
多
、
撰
詞
話
者
較
少
）
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
実
際
に

『
四
廊
全
書
』
集
部
詩
文
評
類
に
は
六
十
――
一
種
の
作
品
が
収
容
さ
れ
、
詞
曲
類
詞
話
之
屈
に
五
種
の
作
品
が
収
容
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
詩
話
と
詞
話
の
数
値
比
較
の
目
安
に
な
る
。

一
方
比
較
的
最
近
発
行
さ
れ
た
唐
圭
障
編

『
詞
話
叢
編
』
全
五
冊

（中
華
書
局
、

一
九
八
六

年
）
は
宋
以
降
民
国
期
ま
で
の
詞
話
八
十
五
種
を
採
録
し
て
、
ま
た
朱
崇
オ
編
鉦

『
詞
話
叢
編
紐
編
』
全
五
冊

（
人
民
文
学
出
版
、
二

0
1
0年
）
は

唐
編
未
収
録
の
詞
話
――
-+
―
一種
を
採
録
す
る
。
こ
れ
ら
は
歴
代
主
要
詞
話
を
網
羅
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
、
こ
れ
に
対
し
て
注
7
の

『
清
詩
話
考
』
清

代
詩
話
見
存
書
目
九
六
六
種
も
数
値
比
較
の
目
安
を
与
え
る
。

(31
)
井
波
陵

一
「
断
片
で
あ
る
こ
と
ー
王
國
維
の

『
人
間
詞
話
』
に
つ
い
て
」
、
東
方
學
報
京
都
第
七
十
九
冊

(―

1
0
0六
年
）
、
ニ
―
ニ
ー
一

八
0
頁
。

井
波
は
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の

『
ド
イ
ツ

・
ロ
マ
ン
派
主
義
に
お
け
る
芸
術
批
評
の
概
念
』
を
引
用
し
て
い
る
。

(32)

『
王
国
維
先
生
全
集
・
初
編
第
四
冊
』
人
間
詩
話
巻
上
（
台
渭
大
通
書
局
印
行
、

一
九
七
六
年
）
、

一
五
七

一
ー

一
五
八
八
頁
。『
王
国
維
先
生
全
集
』

の
原
文
は
句
読
点
が
な
い
が
、
簡
体
字
版
清

・
王
国
維
著
膝
咸
恵
涌
坪

『
人
同
洞
活
』
（
吉
林
文
史
出
版
、
一
九
九
九
年
）
に
従
い
加
え
る
。
以
降
の

『
人
間
詞
話
』
引
用
文
も
同
じ
で
あ
る
。

(33)

『
王
国
維
先
生
全
集
・
初
編
第
五
冊
』
静
安
文
集
紐
編
・
文
学
小
言
（
台
潤
大
通
書
局
印
行
、
一
九
七
六
年
）
、
一
九

―
-
|
―

九
二
0
頁
。

(34
)
井
波
陵

一
論
文
（
注
31
)
参
照
。

ニ
ー
チ
ェ

著
、
氷
上
英
廣
訳
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
は
こ
う
言
っ
た
・
上
』
、
第

一
部
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
の
説

教
・

三
段
の
変
化

（
岩
波
文
庫
、

一
九
六
七
年
）、
三
七
ー
四
0
頁
。

(35)

清

・
王
国
維
著
勝
咸
恵
涌
評

『人
同
洞
活
」
第
一
ニ
ー
五
則
、
第
一
八
則
（
吉
林
文
史
出
版
、

一
九
九
九
年）
、
五

I
―
二
頁、

三
O
I三
二
頁
。

(36)

王
国
維
著
井
波
陵

一
訳

『宋
元
戯
曲
考
』
序
、
東
洋
文
庫
六
二
六
（
平
凡
社
、

一
九
九
七
年
）、
九
ー
十
頁
。

(37
)

注
35
、
八
六
ー
八
八
頁
。
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(38)

『
王
国
維
先
生
全
集
・
初
編
第
五
冊
』
静
安
文
集
績
編
・
自
序
（
台
溝
大
通
書
局
印
行
、

一
九
七
六
年
）
、

ぎ
た
時
、
生
涯
と
勉
学
を
回
顧
し
て
以
後
の
研
究
目
標
を
整
理
し
、
当
時
の
心
理
状
況
も
述
ぺ
て
い
る
。

(39)

岸
洋
子
「
王
国
維
研
究
ノ
ー
ト
田

〈辮
髪
〉
孜
」
、
『
中
國
文
学
研
究
』
第
十
期
（
早
稲
田
大
學
中
國
文
學
會
、

十
頁
。

(40)

梁
敢
超
著
、
郭
紹
虞
．
羅
根
澤
主
編
「
飲
泳
室
詩
話
」
、
出
版
説
明

（
人
民
文
學
出
版
、

一
九
五
九
年
）、

一
ー
ニ
頁。

(41)

黄
修
己
主
編
『
二
十
世
紀
中
国
文
学
史
」

附
呆

一
『
五
四
』
后
中
年
峙
祠
友
展
概
述

（中
山
大
学
出
版
、
―

1
0
0四
年
）
、
三
二
七
ー
三
四

一
頁
。

一
九
八
四
年
十
二
月
）
、
六
五
ー
七

一
八
九
四
ー

一
八
九
九
頁
。
三
十
歳
を
過
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